予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　美術館展示費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

　　　　　　　岐阜県美術館　総務部　管理調整担当　電話番号：058-271-1313
　　　　　　　　　　　　E-mail：c21801@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　   89,182千円（前年度予算額：42,094千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	42,094
	0
	0
	9,031
	0
	0
	663
	0
	32,400

	要求額
	89,182
	0
	0
	5,084
	0
	0
	1,450
	0
	82,648

	決定額
	84,964
	0
	0
	5,084
	0
	0
	1,450
	0 
	78,430


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
岐阜県美術館の収蔵品を展示する所蔵品展示、及び国内外の作品による多彩なテーマの企画展を開催するための経費を措置する。
（２）事業内容

ア　所蔵品展示費
1 所蔵品展示の運営、管理、保全。
イ　企画展開催費

1 タグチヒロシ・アートコレクション 現代美術展

平成27年4月1日（水）～5月17日（日）　41日間

2 朝鮮を描く（仮称）

　　平成27年7月9日（木）～8月23日（日）　40日間

3 小さな藤田嗣治展（仮称）

　　平成27年9月4日（金）～10月25日（日）　49日間

4 印象派の風景展（仮称）

　　平成27年11月14日（土）～平成28年1月17日（日）　50日間

5 第8回円空大賞展 [県文化振興課事業]

　　　　平成28年2月5日（金）～3月13日（日）　33日間

6 アートまるケット（仮称）

　　　　平成27年9月初旬～11月末　100日間
ウ　企画展準備費

平成28年度以降の企画展の準備、調査。

平成29年度開催予定の開館35周年記念特別展の出品作品の修復。

（３）県負担・補助率の考え方

　　県民が等しく文化芸術に関わる機会を創出するものであり、県の負担は妥当である。
（４）類似事業の有無

　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	2,128
	監視員賃金、共済費、講演会講師報償費

	旅費
	 　2,020
	打ち合わせ旅費、講師旅費

	需用費
	 　4,730
	展示用消耗品費、印刷製本費

	役務費
	     718 
	通信運搬費、ポスターチラシ郵送費

	委託料
	51,441
	業務委託料、作品輸送展示作業、パネル等ディスプレイ作成業務

	負担金
	25,600
	実行委員会負担金

	その他
	 2,545
	著作権使用料、展示室用備品購入費

	合計
	89,182
	


	　決定額の考え方　

  要求内容を精査し、所要額を計上します。



４　参考事項
（１）事業主体及びその妥当性
　　県有施設の主催事業に要する経費を措置するものであり、県の関与が妥当である。

事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
・県民が文化芸術に親しむ機会を充実させます。

・優れた芸術に触れて学ぶ機会を提供し、新しい文化の担い手を育成する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	観覧者数

(所蔵品展示・企画展)
	（H  ）
	41,222

(H23)*1
	118,633

(H24)*2
	118,517

（H25）
	78,853

（H27）
	150.3％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



*１　7月4日～10月4日再整備工事のため休館

*２　開館30周年記念「シャガール展」開催

（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）所蔵品展示　観覧者数 42,117人
（２）企画展の開催

「体感アート＠県美.com」　観覧者数 3,020人（平成25年度分）

「やなせたかしと『詩とメルヘン』のなかまたち」　観覧者数14,117人
　「クレパス画名品展」　観覧者数12,625人
　「オディロン・ルドン 夢の起源」　観覧者数14,926人
　「素顔の玉堂―川合玉堂と彼を支えた人びと」　観覧者数11,420人
　「第7回円空大賞展」（県文化振興課事業）　観覧者数4,204人
（３）企画展準備費

　平成26年度以降の企画展の準備、調査。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　所蔵品展示で名品展やテーマ展示を行うと共に、6本の多彩な企画展を開催し好評を得た。二つの企画展を同時開催することにより、来館者増を図ると共に経費を削減する試みも行った。




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	美術館は県民のニーズに答えて美術品を展示し鑑賞の場を提供するところである。郷土ゆかりの美術家から国内外の著名な作家まで様々な視点から展覧会を行い、広く県民の要望に答えている。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	企画展6本により、多くの来館者を得た。当館コレクションの検証、著名な画家の展覧会、現代美術の展示など、幅広い視野のもとに開催された企画展は、来館者から高い評価を得た。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	予算内で年間およそ4本の企画展と8回の展示替による所蔵品展示を行う。幅広い分野をバランスよく取り上げるとともに、新聞社や企業の協力協賛を得て広報を充実し、多くの来館者を得ることで展覧会収入を上げ、経費の配分を十分に考慮して企画展を開催している。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
展示費の予算が削減されて以来、開催できる展覧会の規模を縮小せざるを得なり、全国的規模の巡回展等を開催することが困難になっている。来館者増を図るためには広報も不可欠で、展示費の全体枠の拡大が必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

平成27年度は企画展で、現代美術展、日本画を中心とした「朝鮮を描く」展、ファンの多い藤田嗣治や印象派等の展覧会を開催予定。所蔵品展示では、企画展に連動したテーマ展示、新収蔵品を生かした展示、現代美術作品によるユニークな展示など、来館者に新鮮な印象と満足を与える展示を行う。



